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教会数　　122 ヶ所

布教所数　109 ヶ所

よふぼく数　3285 人

       （R182.8 月末現在）

　

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
福
島
教

区
隊
（
生
江
一
行
隊
長
）
で
は
、
8

月
31
日
か
ら
9
月
1
日
の
日
程
で
教

区
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

31
日
は
10
時
に
教
務
支
庁
で
結
隊

式
、
そ
の
後
、
教
務
支
庁
敷
地
内
の

草
刈
り
と
表
門
前
庭
整
備
を
行
い
、

20
名
が
参
加
し
た
。

　

17
時
か
ら
は
、
来
年
６
月
27
日
に

お
ぢ
ば
で
開
催
さ
れ
る
「
災
害
救
援

ひ
の
き
し
ん
隊
結
成
50
周
年
記
念
大

会
」
に
向
け
て
、
利
光
誠
治
・
副
本

部
長
の
巡
回
を
受
け
、
24
名
が
参
加

し
た
。
利
光
副
本
部
長
は
、
結
成
50

周
年
記
念
大
会
に
向
け
た
隊
員

の
増
員
と
つ
な
が
り
を
求
め
ら

れ
た
後
、
「
九
州
豪
雨
災
害
」

に
お
け
る
災
救
隊
の
活
動
を
振

り
返
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

活
動
に
つ
い
て
出
動
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
再
確
認
し
た
。

　

1
日
は
二
本
松
市
あ
だ
た
ら

高
原
野
営
場
に
て
、
草
刈
り
作

業
を
行
い
、
21
名
が
参
加
し
た
。

9
時
よ
り
の
朝
礼
で
、
二
本
松

市
役
所
農
業
振
興
課
の
佐
藤
課

長
の
挨
拶
の
後
、
15
時
迄
草
刈

り
を
行
っ
た
。

　

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊

は
、
有
事
に
備
え
て
毎
年
訓
練

を
重
ね
て
い
ま
す
。
活
動
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け

る
ほ
か
、
隊
と
し
て
の
統
率
の

と
れ
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
連
日
、
天
候

に
恵
ま
れ
て
、
喜
び
喜
ば
れ
る

訓
練
が
行
え
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｎ
）

災
救
隊
結
成
50
周
年
教
区
巡
回　

　
　
　

福
島
教
区
隊
訓
練　

実
施
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コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
行
事
の
中
止

　
　
　

本
部
月
次
祭
参
拝
規
制　

続
く

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感
染

者
数
は
、
4
月
半
ば
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
、
5
月
25
日
に
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

解
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、
6
月
下
旬
に
首

都
圏
を
中
心
に
再
び
増
加
し
始
め
、
7
月

に
は
全
国
的
に
拡
大
し
、
8
月
上
旬
に
は

1
千
600
人
を
超
え
る
日
も
あ
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
社
会
的
経
済
的
活
動

は
、
感
染
予
防
に
留
意
し
な
が
ら
徐
々
に

進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

本
部
月
次
祭
は
、
6
月
に
直
属
教
会
長

と
教
区
長
、
奈
良
教
区
の
教
会
長
が
代
表

参
拝
し
た
後
、
7
月
か
ら
12
月
は
、
各
直

属
教
会
に
人
数
を
割
り
当
て
ら
れ
、
そ

れ
に
従
っ
て
全
国
各
地
の
教
会
長
が
よ
う

ぼ
く
信
者
を
代
表
し
て
参
拝
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
、
修
養
科
や
各
講
習
会
も
、

7
月
期
か
ら
受
け
入
れ
を
再
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
7
月
か
ら
、
土
日
祝
日
の
正
午
よ

り
「
定
時
の
お
つ
と
め
」
が
つ
と
め
ら
れ
、

本
部
月
次
祭
に
参
拝
で
き
な
い
よ
う
ぼ
く

信
者
が
、
教
会
や
家
族
な
ど
少
人
数
で
お

ぢ
ば
が
え
り
を
し
て
い
る
。　

　

そ
の
一
方
で
、
10
月
の
「
青
年
会
総
会
」

や
1
月
の
「
お
節
会
」
な
ど
、
不
特
定
多

数
の
人
が
集
ま
る
行
事
は
中
止
が
発
表
さ

れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
福
島
教
区
で

は
毎
月
2
日
の
教
区
月
次
祭
も
、
6
月
か

ら
は
、
マ
ス
ク
着
用
の
上
、
神
殿
内
の
換

気
に
努
め
、
う
が
い
手
洗
い
を
徹
底
す
る

な
ど
の
感
染
対
策
を
取
っ
た
う
え
で
執
行

さ
れ
て
い
る
。
教
区
連
絡
会
も
マ
ス
ク
着

用
の
上
、
ス
ク
ー
ル
形
式
の
机
配
置
で
、

教
職
舎
会
議
室
よ
り
広
い
神
殿
横
の
会
議

室
で
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
8
月
か
ら
は
『
天
理
時
報
』
の

手
配
り
も
、
マ
ス
ク
着
用
、
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
と
い
う
形
で
、
全
支
部
で
再
開
さ
れ
た
。

「
成
人
塾
」
も
感
染
予
防
の
上
か
ら
例
年
と

形
を
変
え
て
行
わ
れ
、「
災
救
隊
教
区
訓
練
」

及
び
「
結
成
50
周
年
記
念
大
会
巡
回
」
も
、

感
染
対
策
を
取
っ
た
う
え
で
開
催
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
９
月
の
「
全
教
一
斉
に
を
い

が
け
デ
ー
」
を
始
め
、
学
生
会
の
「
ワ
ー

ク
＆
ト
ー
クi

n

福
島
」
、
少
年
会
の
「
親

子
キ
ャ
ン
プ
」
や
9
月
の
「
基
礎
講
座
」
が
、

地
域
や
会
場
の
状
況
な
ど
か
ら
延
期
や
中

止
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
例
年
通
り

の
活
動
が
な
か
な
か
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。

　

中
山
は
る
え
・
婦
人
会
長
様
は
、
「
行
事

や
講
習
会
に
参
加
し
て
成
人
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
頼
る

だ
け
で
は
な
く
、
常
日
頃
か
ら
自
主
的
に

教
え
を
求
め
て
育
つ
努
力
を
す
る
こ
と
、

ま
た
育
て
る
立
場
と
し
て
は
、
日
々
に
心

を
か
け
て
育
て
る
こ
と
こ
そ
が
大
事
だ
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
『
み

ち
の
だ
い
』
第
196
号
よ
り
）

　

で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
の

中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今
で
き
る
こ
と
を
実
行

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
（
Ｚ
・
Ｆ
）



2020( 令和 2) 年 10 月 2 日　　　　　　  福 島 教 区 報 　　　　　　　　　　　　第 57 号

3(　)

青年会

　

７
月
初
旬
、
九
州
や
中
部

地
方
な
ど
で
記
録
的
な
豪
雨

に
よ
り
、
河
川
の
決
壊
・
氾

濫
や
土
砂
崩
れ
が
多
数
発
生
し
た
。
特
に

熊
本
県
で
は
、
球
磨
川
で
10
数
か
所
氾
濫

し
、
大
き
な
被
害
が
出
た
。

　

こ
の
被
害
の
報
を
受
け
、
昨
年
10
月
、

福
島
で
も
台
風
の
影
響
で
中
通
り
や
浜
通

り
で
複
数
の
河
川
が
氾
濫
し
、
災
救
隊
本

部
が
入
っ
て
支
援
活
動
を
行
う
な
ど
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、
教
区

青
年
会
（
牛
坂
直
之
委
員
長
）
を
中
心
に
、

「
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
現
地
に
行
く
こ
と
は

で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
何
か
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
。
」
と
い
う
思
い
の
方
達
と
話
し
合

い
、
早
急
に
支
援
物
資
を
送
る
こ
と
を
決

定
。
各
支
部
長
や
支
部
青
年
会
委
員
長
な

ど
を
通
し
て
、
支
援
物
資
や
支
援
金
を
募
っ

た
。
短
い
募
集
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
教

務
支
庁
、
磐
城
平
大
教
会
、
猪
苗
代
分
教

会
の
3
つ
の
拠
点
に

集
ま
っ
た
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
タ

オ
ル
、
ご
み
袋
、
マ

ス
ク
な
ど
の
物
資
計

10
箱
を
、
7
月
11
日
、

熊
本
県
で
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
た
天
島

分
教
会
へ
送
っ
た
。
ま

た
、
支
援
金
を
使
っ
て

支
援
物
資
を
ネ
ッ
ト
購
入
し
送
付
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
地
で
の
復
興
支
援
活
動
で

は
必
要
だ
ろ
う
と
、
ウ
エ
ス
を
8
月
2
日

と
期
限
を
切
っ
て
募
集
。
教
務
支
庁
に
集

ま
っ
た
ウ
エ
ス
11
箱
を
熊
本
の
拠
点
へ

送
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｎ
・
Ｕ
）

牛
坂
委
員
長
よ
り

　

半
ば
思
い
付
き
の
行
動
で
ご
ざ
い
ま
し

た
の
で
、
皆
様
方
に
は
急
な
お
話
を
持
っ

て
行
く
形
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
そ
の
中
で
も
心
寄

せ
を
、
ま
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
お
陰
様
で
被
災
し
て
間
も
な
く
の
時

期
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

私
の
考
え
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
必
ず
役

に
立
っ
て
下
さ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
事
に
つ
い
て
の
御
礼
状

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
教
区
青
年
会
支
援
活
動
の
一

端
を
担
っ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
重
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
令
和
2
年
7
月
豪
雨
」
の
被
災
地
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
物
資
を
募
り
、
送
る
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・・・・・・・・・・福島教区内の行事・・・・・・・・・・

天理教基礎講座 （福島会場）

　【日時】　11 月 29 日（日）午後 1時 30 分～

　【会場】　福相分教会

　【講師】　福島教区講師

  【受講御供】　500 円

福島教区ホームページ　　「天理教福島教区」で検索！
Http://tenri-fukushima.sakura.ne.jp

※新型コロナウイルスの感染状況に

よっては、変更・中止になる場合があ

ります。

ＷＥＢコンテンツを利用しよう！

　天理教のホームページに、布教部や青年会、

道友社などが作成した、お道の教えの「聴く」

「視る」「読む」に関連するコンテンツが集め

られています。講話は５分から 10 分で聴くこ

とが出来ます。

　また、婦人会のホームページでは、エッセ

イやブログを読むことができます。9月 18 日

には女子青年活動の動画もアップされました。

　養徳社では YouTube「陽気チャンネル」を開

設。15 分程度のお話動画を視聴できます。

　布教部では、YouTube「天理の教えチャンネ

ル」を開設。未信仰の人向けの動画が 10 月 1

日よりアップされています。

道の教職員
の集い

道の学生ひのきしん DAY

　【日時】　10 月 4 日（日）午前 10 時～

　【会場】　若会分教会集合

　

道
の
教
職
員
の
集

い
（
古
川
善
一
代
表
世

話
人
）
で
は
、
8
月
9

日
磐
城
平
大
教
会
、
11
日
會
津
平
分

教
会
と
、
会
場
を
分
け
て
「
成
人
塾
」

を
開
催
、
計
9
名
の
児
童
生
徒
が
参

加
し
た
。

　

例
年
、
教
務
支
庁
を
会
場
に
1
泊

「
成
人
塾
」
を
会
場
を
分
け
て
開
催

2
日
で
開
催
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
、
例
年
通
り
で
は
「
三
密
」

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
会
場

を
3
つ
（
福
島
会
場
は
参
加
者
な
し
）
に
分
け
る
こ
と

で
参
加
者
を
分
散
さ
せ
、
ス
タ
ッ
フ
も
最
小
限
で
と
い

う
形
で
開
催
し
た
。

　

参
加
者
は
、
時
間
い
っ
ぱ
い
夏
休
み
の
宿
題
や
プ
リ

ン
ト
を
使
っ
て
の
1
学
期
の
復
習
を
し
た
。
（
Ｚ
・
Ｆ
）


